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(54)【発明の名称】 内視鏡の流体送出装置

(57)【要約】
【目的】  挿入部に装着したままで流体送出ノズルを容
易に洗浄可能な、内視鏡の流体送出装置を提供する。
【構成】  挿入部内に内蔵された流体流通管路の先端
に、流路断面積を該流体流通管路から先端部にかけて徐
々に減じる先細の流体送出ノズルを有する内視鏡の流体
送出装置において、流体送出ノズルを、内部を通る流体
の圧力によっては変形せずに先細形状を維持し、先端先
細部の最小断面積より大きい断面積を有する挿通物によ
って外力を加えたときには該先端先細部が拡径する弾性
変形が可能で、外力を解放したときには先細形状に復帰
する弾性変形可能部材から構成する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  挿入部内に内蔵された流体流通管路の先
端に、流路断面積を該流体流通管路から先端部にかけて
徐々に減じる先細の流体送出ノズルを有する内視鏡の流
体送出装置において、
上記流体送出ノズルを、内部を通る流体の圧力によって
は変形せずに先細形状を維持し、先端先細部の最小断面
積より大きい断面積を有する挿通物によって外力を加え
たときには該先端先細部が拡径する弾性変形が可能で、
外力を解放したときには先細形状に復帰する弾性変形可
能部材から構成したことを特徴とする内視鏡の流体送出
装置。
【請求項２】  請求項１記載の流体送出装置において、
上記挿通物は、流体流通管路洗浄用のブラシである内視
鏡の流体送出装置。
【請求項３】  請求項１または２記載の流体送出装置に
おいて、上記流体送出ノズルはポリテトラフルオロエチ
レンで形成されている内視鏡の流体送出装置。
【請求項４】  請求項１ないし３のいずれか１項記載の
流体送出装置において、上記流体送出ノズルは、流体流
通管路とは別部材として形成されている内視鏡の流体送
出装置。
【請求項５】  請求項１ないし３のいずれか１項記載の
流体送出装置において、上記流体送出ノズルは、流体流
通管路と一体に形成されている内視鏡の流体送出装置。
【請求項６】  請求項１ないし５のいずれか１項記載の
流体送出装置において、上記流体送出ノズルの先端先細
部は、自由状態では細長円形の断面形状であり、上記挿
通物の挿入によって流体流通管路と略同径の円形状に拡
径される、内視鏡の流体送出装置。
【請求項７】  請求項１ないし６のいずれか１項記載の
流体送出装置において、流体送出ノズルは、自由状態に
おいて、挿入部先端に設けた対物レンズへ向けて開口し
ている内視鏡の流体送出装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【技術分野】本発明は、内視鏡の流体送出装置に関す
る。
【０００２】
【従来技術及びその問題点】挿入部先端に設けた対物窓
（対物レンズ）等の構造物に対して送気や送水を行い、
当該構造物の洗浄や水滴除去を可能としたタイプの内視
鏡が知られている。一般に、この種の送気送水装置で
は、挿入部内に流体流通用の管路を配し、流体流通管路
の先端部に先細形状のノズルが設けられている。
【０００３】ところで、内視鏡を洗浄する際、流体流通
管路はブラシを挿入してブラッシングするが、ノズルは
金属等の硬性部材からなり、かつその開口は極めて小さ
いため、管路用のブラシがノズルを通過せず、ブラッシ
ングできなかった。ノズル単体、またはノズルを含むキ
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ャップ部分を挿入部先端に対して着脱可能とすれば、洗
浄時にノズルを取り外して洗浄することはできる。しか
し、ノズルを着脱すると、再装着時にノズルの位置決め
に手間がかかったり、ノズルの再装着を忘れて検査に支
障をきたすおそれがあった。
【０００４】
【発明の目的】本発明は、挿入部に装着したままで流体
送出ノズルを容易に洗浄可能な、内視鏡の流体送出装置
を提供することを目的とする。
【０００５】
【発明の概要】本発明は、挿入部内に内蔵された流体流
通管路の先端に、流路断面積を該流体流通管路から先端
部にかけて徐々に減じる先細の流体送出ノズルを有する
内視鏡の流体送出装置において、流体送出ノズルを、内
部を通る流体の圧力によっては変形せずに先細形状を維
持し、先端先細部の最小断面積より大きい断面積を有す
る挿通物によって外力を加えたときには該先端先細部が
拡径する弾性変形が可能で、外力を解放したときには先
細形状に復帰する弾性変形可能部材から構成したことを
特徴としている。
【０００６】この本発明の流体送出装置によれば、流体
送出ノズルへ流体流通管路洗浄用のブラシを挿入するこ
とが可能になり、洗浄作業性が向上する。
【０００７】上記のような特性を有する流体送出ノズル
は、例えば、ポリテトラフルオロエチレンで形成するこ
とで得られる。
【０００８】流体送出ノズルは、流体流通管路とは別部
材として形成してもよいし、一体物としてもよい。
【０００９】流体送出ノズルの先端先細部は、自由状態
では細長円形の断面形状としておき、ブラシ等の挿通物
の挿入によって流体流通管路と略同径の円形状に拡径さ
せることができる。
【００１０】本発明における流体送出ノズルは、例え
ば、挿入部先端に設けた対物レンズに向けて開口し、該
対物レンズへ流体を送出するものである。
【００１１】
【発明の実施の形態】図１ないし図６を参照して、本発
明による内視鏡の流体送出装置の一実施形態を説明す
る。図１は、側視タイプの内視鏡の挿入部１０の先端付
近の断面を示している。この挿入部１０の先端には、硬
性部材からなる先端部本体１１が設けられ、先端部本体
１１に形成した開口部に対物窓（対物レンズ）１２と照
明窓（配光レンズ）２０が隣接して嵌め込まれている。
【００１２】対物窓１２は、内視鏡の対物光学系を構成
しており、該対物光学系はさらに、対物窓１２の内側に
位置するプリズム１３、該プリズム１３とＣＣＤ１６と
の間に位置する第一レンズ１４、第二レンズ１５を備え
ている。この対物光学系による被写体画像は、ＣＣＤ１
６の受光面上に結像する。ＣＣＤ１６の受光面に入った
観察対象の像は光電変換され、制御基板１７を介して画
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3
像信号が生成される。画像信号は、画像信号伝送ケーブ
ル１８を介して図示しないプロセッサへ送られる。プロ
セッサでは、電子画像をモニタに表示したり画像記録媒
体に記録することができる。
【００１３】照明窓２０の内側には、ライトガイドファ
イババンドル２１の光出射端部が臨んでいる。このライ
トガイドファイババンドル２１の図示しない光入射端部
には、プロセッサに設けた光源からの照明光が入射し、
この照明光が照明窓２０へ向けて出射される。照明窓２
０は、照明光を拡散させて観察対象を照明する。
【００１４】対物窓１２及び照明窓２０は、内視鏡の外
面に露出しているため、使用時に汚物や水滴が付着する
可能性がある。特に対物窓１２に関しては、汚物や水滴
が付着すると、画像が不明瞭になったり観察不能になる
おそれがあるので、これらを除去するための送気送水装
置（流体送出装置）が設けられている。挿入部内には、
送気源及び送水源と接続された送気送水チャンネル（流
体流通管路）２５が配設されており、送気送水チャンネ
ル２５の先端部は、先端部本体１１に固定されている。
先端部本体１１には、送気送水チャンネル２５に連通す
る中継貫通孔２６が形成され、該中継貫通孔２６は、ノ
ズル収納凹部２７の底面に連通している。ノズル収納凹
部２７は、挿入部１０の先端方向に向けて開口してお
り、図１に示すように、この開口方向の延長上には対物
窓１２や照明窓２０が位置している。
【００１５】ノズル収納凹部２７内には、送気送水ノズ
ル（流体送出ノズル）３０が固定される。送気送水ノズ
ル３０は、弾性変形可能で形状復元性を有する材料、具
体的にはポリテトラフルオロエチレンなどで形成されて
おり、図２ないし図４に示すように、ノズル収納凹部２
７内に隙間なく嵌まる基端側の大径部３０ａと、該大径
部３０ａから先端部にかけて流路断面積を徐々に減じる
扁平な細長円形状断面の先端先細部３０ｂとが一体に成
形されている。自由状態では、送気送水ノズル３０にお
ける先端先細部３０ｂの流路断面積は、送気送水チャン
ネル２５の流路断面積よりも小さくなっており、送気源
または送水源から送気送水チャンネル２５へ送られた洗
浄水や空気などの流体は、先端先細部３０ｂを通る際に
圧力が高められ、対物窓１２及び照明窓２０に向けて噴
出される。これにより、対物窓１２や照明窓２０に付着
した汚物を洗浄したり、水滴を吹き飛ばすことができ
る。送気送水ノズル３０は、この流体送出時の圧力によ
っては弾性変形しない程度の硬さを有している。
【００１６】図５に示すように、送気送水チャンネル２
５及び送気送水ノズル３０の洗浄作業は、送気送水ノズ
ル３０を装着したままで行う。送気送水チャンネル２５
に対して内視鏡の操作部側（図５の右方）から洗浄ブラ
シ３３を挿入すると、該洗浄ブラシ３３の通過領域の汚
れが落ちて送気送水チャンネル２５内が洗浄される。洗
浄ブラシ３３をさらに挿入部先端方向へ挿入すると、中
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継貫通孔２６を通過して送気送水ノズル３０内に入る。
ここで、洗浄ブラシ３３の断面積は先端先細部３０ｂの
最小断面積より大きいため、仮に送気送水ノズル３０が
硬性部材であると洗浄ブラシ３３を挿入することができ
ないが、本実施形態の送気送水ノズル３０は弾性変形可
能な部材からなるため、洗浄ブラシ３３の挿入に応じて
先端先細部３０ｂが押し広げられて弾性変形し、送気送
水チャンネル２５に引き続いて、洗浄ブラシ３３によっ
て内部を洗浄することができる。洗浄終了後に洗浄ブラ
シ３３を抜き取れば、送気送水ノズル３０は自身の形状
復元性によって図１ないし図４に示す先細扁平形状に復
帰する。
【００１７】図６は、洗浄ブラシ３３によって押し広げ
られた状態の先端先細部３０ｂを実線で示し、自由状態
の先端先細部３０ｂを二点鎖線で示している。図１に示
すように、送気送水ノズル３０の自由状態では、ノズル
収納凹部２７の内面と先端先細部３０ｂの間には所定の
空きスペースが確保されているため、ノズル収納凹部２
７内での先端先細部３０ｂの拡径が許容されている。よ
って、先端先細部３０ｂが押し広げられた際に、該先端
先細部３０ｂが先端部本体１１と干渉するおそれはな
い。
【００１８】以上のように、本実施形態の内視鏡では、
送気送水チャンネル２５の先端に設ける送気送水ノズル
３０を、流体の通過圧力によっては変形せず、断面積の
大きな固体挿入物である洗浄ブラシ３３の挿入力に応じ
て先端先細部３０ｂを拡径し、さらに外力を解放すると
先細形状に復帰する弾性変形可能部材として形成したの
で、該送気送水ノズル３０を、内視鏡から取り外すこと
なく送気送水チャンネル２５と共に容易に洗浄すること
ができる。
【００１９】図７は、本発明の第二実施形態を示す。こ
の実施形態は、送気送水チャンネルとその先端の送気送
水ノズルが、ノズル付きチャンネル３５として一体に形
成されている点が、図１ないし図６の第一実施形態と異
なっている。ノズル付きチャンネル３５は、第一実施形
態の送気送水ノズル３０と同様に弾性変形可能部材から
なっており、流体の圧力ではノズル部３５ａを変形させ
ず、弾性変形によってノズル部３５ａへの洗浄用ブラシ
の挿通を許し、ブラシ抜き取り後には先細形状に復帰す
る特性を有する。ノズルとチャンネルを一体化したこと
に伴い、先端部本体１１には、ノズル付きチャンネル３
５を挿通可能な一様な内径サイズの貫通孔３６が形成さ
れている。この第二実施形態の構造でも、ノズルを取り
外すことなく容易に洗浄を行うことができる。
【００２０】図８及び図９は、第一及び第二実施形態と
は異なるタイプの内視鏡に本発明を適用した第三実施形
態である。同図の内視鏡は、対物窓（対物レンズ）４０
が、挿入部３９の延設方向前方に向いている前方視タイ
プ（直視式）の内視鏡である。先端部本体４１は、対物
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窓４０を含む対物光学系４２を保持する開口部を有し、
対物光学系４２の内側にはＣＣＤ４３、制御基板４４、
画像信号伝送ケーブル４５が配設されている。ＣＣＤ４
３等の電機部品は、第一実施形態と同様のものである。
先端部本体４１にはさらに、送気送水チャンネル（流体
流通管路）４６の先端部が固定されており、送気送水チ
ャンネル４６に連通する中継貫通孔４７と、該中継貫通
孔４７に続くノズル収納凹部４８とが形成されている。
ノズル収納凹部４８には、送気送水チャンネル４６とは
別部材として形成された送気送水ノズル（流体送出ノズ
ル）６０が挿入されている。送気送水ノズル６０は、先
端部本体４１から突出する先端部分が、送気送水チャン
ネル４６の延設方向に対して略直角に屈曲されており、
対物窓４０に向けて流体を噴出することができる。流体
噴出時の圧力では、送気送水ノズル６０は変形しない。
【００２１】送気送水ノズル６０の先端部分は、送気送
水チャンネル４６に比べて流路断面積を小さくするべく
絞り込まれており、かつ屈曲しているため、仮に硬性部
材で形成されていると、洗浄ブラシ３３を挿通すること
ができない。しかし、前述の送気送水ノズル３０と同様
に、送気送水ノズル６０は弾性変形可能部材からなって
おり、図９に示すように、送気送水ノズル６０は、屈曲
部を直線状に伸ばし、かつ拡径するような態様で弾性変
形することによって、送気送水チャンネル４６内に挿入
された洗浄ブラシ３３を挿入させることができる。した
がって、内視鏡から取り外すことなく送気送水ノズル６
０を洗浄することができる。洗浄ブラシ３３を抜けば、
送気送水ノズル６０は図８の初期形状に復帰する。な
お、図８及び図９では、送気送水ノズル６０と送気送水
チャンネル４６を別部材としているが、第二実施形態の
ように、一体型のノズル付きチャンネルとして形成する
ことも可能である。
【００２２】以上、図示実施形態を参照して本発明を説
明したが、本発明は図示実施形態に限定されるものでは
ない。例えば、実施形態とは異なり、流体送出ノズル
は、送水と送気のいずれか一方のみを行うものでもよ
い。また、送気用と送水用のチャンネルが別々に設けら
れているタイプの内視鏡に、本発明を適用することもで
きる。
【００２３】
【発明の効果】以上から明らかなように、本発明によれ
ば、挿入部に装着したままで流体送出ノズルを容易に洗*
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*浄可能な、内視鏡の流体送出装置を得ることができる
。【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を適用した送気送水ノズルを有する側視
内視鏡の、挿入部先端付近の断面図である。
【図２】図１の内視鏡の送気送水ノズルの単体形状を示
す側面図である。
【図３】図２の送気送水ノズルの平面図である。
【図４】図２のIV-IV断面線に沿って示す、送気送水ノ
ズルにおける先端先細部の断面図である。
【図５】図１の内視鏡の送気送水チャンネル及びノズル
に、洗浄用のブラシを挿入した状態を示す断面図であ
る。
【図６】洗浄用のブラシを挿入した状態の、送気送水ノ
ズルの先端先細部の断面図である。
【図７】本発明の第二の実施形態に係る、側視内視鏡の
挿入部先端付近の断面図である。
【図８】本発明の第三の実施形態に係る、前方視内視鏡
の挿入部先端付近の断面図である。
【図９】図８の前方視内視鏡の送気送水チャンネル及び
ノズルに、洗浄用のブラシを挿入した状態を示す断面図
である。
【符号の説明】
１０  ３９  挿入部
１１  ４１  先端部本体
１２  ４０  対物窓（対物レンズ）
１６  ４３  ＣＣＤ
１７  ４４  制御基板
１８  ４５  画像信号伝送ケーブル
２０  照明窓（配光レンズ）
２１  ライトガイドファイババンドル
２５  ４６  送気送水チャンネル（流体流通管路）
２６  ４７  中継貫通孔
２７  ４８  ノズル収納凹部
３０  ６０  送気送水ノズル（流体送出ノズル）
３０ａ  大径部
３０ｂ  先端先細部
３３  洗浄ブラシ
３５  ノズル付きチャンネル
３５ａ  ノズル部
３６  貫通孔
４２  対物光学系

【図２】 【図４】 【図６】
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【図５】
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